
JAでんき
詳細はこちら

組合員のくらしと地域を支える
エネルギー事業の展開

次回は耕種総合対策部・耕種資材部
「販売・営農・資材一体パッケージ提案」 7月28日（月）掲載予定

総合エネルギー部
SS（サービスステーション）事業
「ＪＡ-ＳＳ」へガソリンなどの燃料油を供給

その他
営農用施設・JAグループ関連施設向けに
エネルギー事業を展開

ホームエネルギー事業
ＬＰガス、電力を組合員家庭・ＪＡグループ　
施設向けに供給

SS事業 ホームエネルギー事業 営農用エネルギー事業

未来に向けた取り組み
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主な事業内容

JA全農
総合エネルギー部

電力課

山田 百恵さん
2019年入会。販促企
画や研修・講習業務な
どを担当。ＪＡでんきの普
及拡大に向けた業務を
担う。

　私が所属する電力課は電力購買、ＪＡで
んきの普及拡大、再エネ電源開発を主に行
っています。その中で私はＪＡでんきの販促
企画の業務に携わっています。
　より多くの組合員の皆さまにＪＡでんきを知
っていただけるよう、ＰＲ動画の作成、各種広
告媒体への掲載等を企画しています。
　ＪＡでんきの普及拡大により、組合員・地
域利用者への安定・安価な電力供給を継
続できるよう取り
組んでいきます。

　全農は、国内外の
石油元売りからガソリ
ンなどの石油製品を
仕入れ、全国５カ所の
全農沿岸石油基地な
どから、専用ローリー
で約2200カ所のJA給油所などへ配送しています。
　近年はセルフ化を推進するとともに、環境配慮型SS
の整備を進め、組合員の利便性向上と安定的な燃料
供給、脱炭素化の取り組みを行っています。
　また、QRコード決済の取り扱い
を業界に先駆けて開始し、Pay
Payをはじめとした多様な決済方
法に対応。
　全国統一キャンペーンも定期的
に実施し、組合員の皆さまにお得な
サービスを提供しています。

　ハウス園芸を中心に、JAでんき
への切替や環境負荷が低い機器
の設置などを実施し、エネルギー
コストの削減に取り組んでいます。
　また、免税軽油の利用促進など
により、農業者の所得向上に向け
た取り組みを進めています。
JA関連施設の
環境負荷低減に向けた取り組み
　JAグループ関連施設、工場などの環
境負荷低減(省エネ･省コスト･省CO2)
の一環として、燃料転換(ガス化)ならびに
太陽光パネルの
設置など、幅広
い提案に取り組
んでいます。

● LPガスの供給
　「クミアイプロパン」の
名称で、輸入から全国
約200万戸の組合員宅
へ配送までの物流網を整備し、LPガスの安定供給
に努めています。また、LPガスの使用状況を遠隔監
視する安全化システムの普及拡大で安全確保の高
度化を進めています。
● 電力の供給
　「JAでんき」の名称で、全国
約9万件の組合員やJAグルー
プ施設に電力を安定供給し、
エネルギーコストの削減に取り
組んでいます。また、普及促進
策の一環として、新規申込者
へ最大３千円の値引きキャン
ペーンなどを実施しています。

ＪＡ全農事業ビジョン2030はこちら

　円安の長期化や資源高、災害の激甚化など、くらしや農業を取り巻く環
境は厳しさを増しています。JA全農では「地域社会に必要不可欠な生活
サービス・インフラの維持」「快適で住みやすい地域社会の実現に向けた

組合員サービスの強化」「地域とくらしの将来を見据えた事業体制の
整備」「脱炭素社会の実現」に取り組み、組合員・利用者に安定したサ
ービスを提供し続けるため総合エネルギー事業を展開していきます。

環境配慮型セルフSSの事例（JASS-PORT前橋）

坂出LPガス輸入基地

QRコード決済紹介チラシ

JAでんきキャンペーンのチラシ

光合成促進機の設置例

免税軽油のチラシ

太陽光発電設備の設置例
（自家消費型）

工場の燃料転換例
（LNG）


